われらが青春のベトナム　　　　　　　　鈴木　彰
　日本軍が「仏領インドシナ」に乗り込んだ年に私は生まれました。実父の命を奪った第二次世界大戦が終ったとき私は５歳でしたが、まさにその時、ホー・チ・ミンはベトナム民主共和国を樹立し、戦後アジアで最初の独立の旗をかかげました。しかし、大学時代に「60年安保」に身を呈し、戦後史を平和と民主主義の視座から捉え直そうとした時も、卒業してある小さな機械製造会社で労働組合運動に目覚めた時も、まだ私はベトナムの戦後史に目をむけることはできませんでした。私の意識が本格的にベトナムと出遭ったのは「トンキン湾事件」から「北ベトナム爆撃」にかけての時期。アメリカのベトナム侵略戦争が本格的な段階に入ったこの時期に、若かりし私は、平和と民主主義のために生涯を捧げようと決意し、その決意をかたちにすべく、ある生活協同組合に転職したのです。
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　折から中国・ソ連の対立が深まり、アメリカの残虐なジェノサイド（皆殺し）を抑制する国際世論が十分に機能しなかったもとで、日本の平和・民主勢力は大きな役割を果たします。1966年に総評がとりくんだ「ベトナム反戦統一ストライキ」が翌年から「10.21国際反戦デー」に発展し、中国・ソ連を含む国際的な反戦統一行動をもとめるホー・チ・ミンとベトナム人民を物心両面から支えました。この時期の私たちの青春とたたかいは、いつでもベトナム人民の不屈のたたかいと連帯し、それに励まされ支えられていました。
　ベトナム人民の勝利の兆し＝第１回パリ会談が開かれた68年に私は生協労連の結成に参画、南ベトナム解放民族戦線が樹立された69年に生協労連の専従書記次長となり、同年秋の「38単産アピール」にも参加して、草創期の生協労連とともにベトナム問題にも本格的にとりくみました。ニクソンが北ベトナムの全港湾を機雷で封鎖した72年には、生協労連として「ベトナム人民支援100万円募金」にとりくみ、これを半年余で達成することによって、日本生協連本体が「ベトナム和平決議」を採択しベトナム募金にとりくむ契機をつくりました。この年の夏から96年に全労連の常任副議長に就任するまで、私は生協労連の書記長をつとめたのですが、この間、折に触れてベトナムは重要な教訓と支えを私たちに与えてくれました。
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　72年当時、私はベトナムの勝利を確信して何枚かの漫画を描いています（右の２枚は「機関紙連合通信」に掲載されたものです）。この後、73年にベトナム和平が成立しますが、アメリカとかいらい政権のみにくいあがきは、さらに重大な苦難をベトナム人民にもたらしました。しかし偉大なベトナム人民は、75年にはサイゴンを無血で陥落させ、76年にはベトナム社会主義共和国を樹立したのでした。
　このような青春を思い起こすと、その後のベトナムは私にとって、とても気になる存在でした。77年に日本生協連と一緒にとりくんだ「ベトナム生協復興３千万募金」や、全労連副議長時代のベトナム労働総同盟代表との懇談などがありましたが、ついにベトナムの地をこの足で踏む機会に恵まれずにいました。

　そこへ、こんどのツアーのご案内が舞い込んできたのですから、一も二もありませんでした。
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　こうして、初めて踏んだベトナムの大地は、12月だと言うのに平均気温26度、カンボジアにいたっては何と30度という気温でまず驚きましたが、素晴らしいメンバーに恵まれて充実した素晴らしい旅でした。
　ハノイでは、ドイモイ（刷新）に突進する活力に満ちた市内の風景から強烈な印象を受けました。道路と言う道路には、２人乗りはおろか４人、５人乗りのバイクが溢れ、いずれもが猛然と、しかし明るい表情で突っ走っているのです（右の絵をご参照ください）。通行人は平然とその道路を横ぎって行きます。この風景は、60年代後半のころ、東京オリンピックを前にごった返していた東京の風景を髣髴させるものでした。
　これは気をつけないと日本型高度成長の轍を踏むのではないかと心配にもなり、元駐日ベトナム大使参事官・現ベトナム共産党国際部長のドアン・ゴク・カインさんを訪ねた折にその点で質問。「私たちは日本の失敗を勉強しています」との穏やかな答えも得ましたが、くれぐれも「市場の魔力」を侮らないで欲しいと感じました。これと前後して、しんぶん「赤旗」特派員の鈴木勝比古さん、テンシャン平和村（枯葉剤被害のための施設）の責任者グエン・チ・タン・フォンさん、留学中の日本人学生や現地学生のみなさんとそれぞれ親しく語り合い、ベトナムの経済・社会を多面的に見つめることもできたのも収穫でした。

　ハノイから国道を東北方向へ３時間。バイクの群とトラックがくり広げる、無法のカーレースに驚きながら到着したハロン湾では、景勝の中を舟でめぐり、巨大な鍾乳洞を歩きましたが、埋立地に続々と出来つつある観光ホテルの姿が目に付き、ふたたび「大丈夫？」という心配が頭をもたげて困りました。
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　ホーチミン市（昔のサイゴン）では、かつてベトナム解放戦線の兵士たちが、住民たちと力をあわせてつくった地下の壕や通路、会議場や診療所（市の北方70キロ地点にあるクチ・トンネル）の跡を踏みしめて往時を偲びました。市内の小学校の先生方や生徒代表との懇談、授業見学も印象的でした。
　最後３日間は、カンボジアのシェムリアップで過ごしましたが、アンコール遺跡群の全てをこなすことはできませんでした。どこに行っても付いてくるのが、「いつつイチドル！」と言う可愛らしい声と、執念に輝く幼い瞳。心を鬼にしてこれを振り払いながら、デコボコの石畳をたどり、崖のような階段をよじ登ります。登りきったところには１キロもある回廊があり、いたるところにレリーフや石像が溢れ、心も身体もクタクタになります。行ける人は早く行ったほうがいいと思います。これは、年を取りすぎると登れなくなるというだけでなく、こんなに危ない見学コースは間もなく閉ざされるだろうと感じた場所があっちこっちにあったからです。現に一部には、これ以上人間に触らせないために入場禁止の綱が張ってあるところもできはじめていました。

　というわけで、実に素晴らしい旅だったのですが、実は帰った途端に激しい下痢に見舞われ、丸１日、寝ついてしまいました。旅の後半にかなりの疲労、とりわけ筋肉痛と口内炎に悩んではいましたが、最後の晩にホーチミン市のタンソンニャット空港に着いた時まで、特段の異常は無かったのにです。この下痢は、中毒性や伝染性のものではなくて、過労性と過食性のものだったようです。　　　　　　　　　　　　　　　（２００６年１月記）
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